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　明治維新によって近代化・文明化へと踏み出した日本
社会では、国会の開設による人びとの政治参加の実現
を目標に掲げた自由民権運動がおこりました。その影響
から各地でさまざまな結社が生まれ、盛んな言論・出版
活動がおこなわれました。自由や民権という言葉の響き
は多くの人びとに新鮮なイメージを与えたからです。
　なかでも、民衆自身が参加して作成された様々な憲
法草案には、国家の未来像があますところなく盛り込ま
れていました。そこには、さまざまな権利と同時にナショナ
リズムの思想も含まれていました。戦前・戦後を通じて憲
法にうたわれている内容は、まさしく立憲政治が国内外
で果たしてきた役割をありのまま映し出すものとして今日
まで生き続けています。
　本展は、立憲政治の実現をかかげて展開された自由
民権運動から戦後の日本国憲法制定までの時期に歴
史の節目で書き記された数々の憲法草案に込められた
思想、そしてその実像について考えようとするものです。

はじめに

Ⅰ 憲法制定へ起こる議論̶自由民権運動の諸相
　「自由」「人権」という言葉は、近代社会でたいへん早くから使われて
きました。全国に名の知れた活動家だけでなく、多くの人びとが自らの
立場と世の中の新しい動きを見きわめながら筆をとり、理想とする国の
あり方を議論しました。当時の新聞や雑誌を通じておこなわれた主張の
なかには、女性の社会的な権利や地位をめぐる主張もありました。

Ⅱ せめぎあう権利と義務̶大日本帝国憲法の時代
　人びとは政府にたいして建白書を通して政治参加の要求をくりかえ
していましたが、より具体的な方法として、みずから憲法をつくり、自由
権や平等権にあたる条文などを記しました。民衆の側にたった主張を
多く盛り込んだものや、官僚からもさまざまな草案が作られました。い
ずれの草案にも人びとの権利を広く認めたものや、反対にそれをかな
り制限したものもありました。せめぎあいのなかで誕生した「臣民」の
権利と義務は、その後のナショナリズムへとゆきつきます。

Ⅲ 人びとが取り結ぶ社会̶結社をめぐる人物像
　権利や平等を主張する大きなうねりは、またたく間に各地へ広がって
いきました。それぞれの地域のなかで新しい考え方を学ぶために集
まった人びとが「自由」「民権」を主張して結社をつくり言論活動をおこ
ないました。また、政治や経済にかわって生活をゆるがす事態に異議を
となえる運動など、さまざまな動きがおこりました。被差別部落でも
平等を主張して、全国の民権運動とともに、部落差別を撤廃するため
の運動をおこしていきました。

Ⅳ 時代状況から読む憲法̶日本国憲法の制定
　自由民権運動の時期だけでなく、アジア太平洋戦争後の占領下にも
多くの個人や団体が、新しい時代にふさわしい憲法についてさまざま
な意見を出しました。アメリカ側が示した草案をめぐる話し合いの後に
まとめられた原案を、国会での可決によって日本国憲法が成立・公布さ
れました。この時代に憲法の起草にかかわった人びとにとっては、自分
たちの未来と日本の将来をかけた作業だったのです。私たちの権利
は、自由民権運動の時代の憲法草案から日本国憲法の条文を経て
現在にも通じています。

2014年

7月22日㊋
9月20日㊏

日時 ： 2014年9月6日（土）13:30～
会場 ： 大阪人権博物館
シンポジスト ： 
　　　新井勝紘（専修大学）、石居人也（一橋大学）

関連企画

シンポジウム
日本近代史からみた憲法の歴史的意義

日時 ： 2014年7月26日（土）、8月23日（土）14:00～
会場 ： 大阪人権博物館特別展示室

学芸員解説

展示構成

憲法記念日ポスター

明治会堂演説之図

国会会議之図

五日市憲法草案（複製）新井勝紘蔵

おっぺけぺ絵入双六（部分）

INFORMATION

日曜、月曜、祝日、第４金曜
12/20～1/10、3/20～4/10

休館日

通常１０：００～１６：００（入館は１５：３０まで）
土曜１０：００～１７：００（入館は１６：３０まで）

開館時間

大人５００円（４００円）、
高・大生３０0円（２００円）
小・中生２００円（１００円）、
65歳以上３００円（２００円）
障がい者（介助者含む）は無料
※（　）内は有料入館者が20名以上の場合

料　金

Osaka Human Rights Museum

大阪人権博物館
（リバティおおさか）

●電車でお越しの方
　ＪＲ環状線「芦原橋駅」南出口、600m

〒556-0026　大阪市浪速区浪速西3-6-36
06-6561-5891電話
http://www.liberty.or.jp/ホームページ

06-6561-5995FAX

大阪市立自然史博物館 都市のきのこオオシロカラカサタケの図鑑原図
オオシロカラカサタケはその名の通り、傘の径や高さが20cmをしばしば越える大きくて白い、唐傘のような形
の毒きのこです。この目立つきのこ、今でこそ夏の公園や庭先でしばしば目にしますが、つい30年ほど前は幻の
存在でした。東京で採取された記録はあるものの、関西には皆無、きのこ研究者も長年見たことないものでし
た。そのきのこが忽然と自然史博物館のある長居公園に発生。滋賀大学(当時)の本郷次雄・横山和正両博士に
よって明らかにされ、図鑑用に彩色図が描かれました。それから30年、熱帯原産のこの外来きのこは各都市の
芝生で幅を利かせています。

 （大阪市立自然史博物館学芸員　佐久間大輔）

※この彩色図と標本は、7月19日（土）～10月13日（月・祝）開催の特別展「ネコと見つける都市の自然　－家の中から公園さんぽ－」
　に展示されます。

本郷次雄菌類図譜　オオシロカラカサタケ
※毒きのこですが口にしなければ
　害はありません．

大阪市立自然史博物館 〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園1-23所在地
アクセス
近鉄南大阪線「矢田」西へ約1.8km。

地下鉄御堂筋線「長居」南改札口3号出口から東へ約800m。JR阪和線「長居」東出口から東へ約1km。
TEL 06-6697-6221 FAX 06-6697-6225

ホームページ http://www.mus-nh.city.osaka.jp/
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